
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 明保小 

保健室 
R7.１２ 

おうちの方といっしょに 

よみましょう 

ほけんだより 

 

いよいよ冬 休
ふゆやす

みが始
はじ

まります。楽
たの

しい毎 日
まいにち

につい不規則
ふきそく

な生 活
せいかつ

 

を送
おく

ってしまいがちです。 

生 活
せいかつ

のリズムが崩
くず

れると， 体
からだ

の抵
てい

抗 力
こうりょく

（病 気
びょうき

とたたかう 力
ちから

）が 

弱
よわ

くなり，病 気
びょうき

になりやすくなったり，緊 張 感
きんちょうかん

がなくなって大
おお

きな 

ケガにつながったりします。 

冬
ふゆ

休
やす

み 中
ちゅう

も規則
きそく

正
ただ

しい生 活
せいかつ

をして，元気
げんき

に楽
たの

しく２０２６年
ねん

を迎
むか

えま 

しょう。 

 

 

 

楽しい
たの    

イベント
い べ ん と

が

続く
つ づ  

冬休み
ふゆやす  

。 

食べすぎ
た    

や 運動
うんどう

不足
ぶ そ く

に気
き

をつけま

しょう。また，空気
く う き

が乾燥
かんそう

しているの

でこまめな水分
すいぶん

補給
ほきゅう

も大切
たいせつ

で す

よ。 

 



【保護者の皆さまへ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度の歯科検診の結果で，むし歯や歯周炎

などの治療の必要なお子さんの内，５５．８％

の人がまだ歯の治療が済んでいません。むし歯

は放っておいても治りません。今年度中には，

治療を済ませるようにしましょう。 

1 月１３日（火）４・５・６年 

1 月１４日（水）１・２・３年 

 

〇体操着をもってきてください。 

〇髪の毛を結う位置に注意してください。 

インフルエンザによる異常行動は、抗インフルエンザウイルス薬の種類や服用の有無にかか

わらず発生する可能性があります。特に発熱から少なくとも 2 日間は、小児・未成年者が一人

にならないよう、保護者等による見守りや事故防止の対策が重要です。  

1. 異常行動とは？ 

インフルエンザ発症時に、突然走り出す、部屋から出ようとする、興奮して窓を開けてベラ

ンダに出ようとする、話しかけても反応しない、といった普段と異なる行動を指します。  

2. いつ起こりやすい？ 

異常行動は、発熱してから約 2 日間以内に発現することが多いとされています。  

3. 誰に多い？ 

就学以降の小児・未成年者の男性で報告が多い傾向がありますが、女性でも発現する可能性

があります。  

４. ご家庭での予防対策の例 

 〇玄関や全ての部屋の窓の施錠を確実に行う。 

 〇ベランダに面していない部屋で寝かせる。 

 〇窓に格子のある部屋で寝かせる。 

 〇できる限り 1階で寝かせる。（一戸建てにお住いの場合） 

 

 

 


